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ソース逆問題の数値解法について従来の方法を概観している o第 2 章では，







前章で提案した方法で多次元 Poisson 方程式について同様の問題を考察している o いくつかの数値実第 4 章では，
験例をあげて，提案方法が多次元問題にも有効であることを示している。






















る。 2 次元 Poisson 方程式のソース位置推定問題において， ソースが存在する領域で値が大きく変化するような調
和関数を選ぶことによりこのような絞り込みについての方法を提案しているo ソースの存在領域が一定の条件をみ
たすように前もって与えられたとすると，以下，用いる調和関数を一定の形で決めてそれに関する残差表示から点
ソースの存在可能領域が指数的に絞り込まれ，最終的に真のソース位置に収束することを示している。多次元
Poisson 方程式のソース位置推定問題においてもこのような選び方が有効であることをいくつかの数値実験により
示しているo
(3) ソース項の位置，強度を同時に推定するようなより一般の逆問題になると効率的に調和関数族を選ぶことは困難
になる。この問題に対し本論文では，前もって選ぶべき調和関数族を推定し，実際に残差を数値計算してその結果
からより適切な族を決めてゆくという方法を提案している o このような選択を実行するための計算アルゴリズムを
構成するとともにいくつかの数値実験を行ってその方法の有用性を検証している:
以上のように，本論文では Poisson 方程式および、拡散方程式に対する点ソース逆問題について，調和関数の重み付
き残差表示を用いる直接的な解法を提案するとともに効率的に絞り込みを行うための調和関数族の選択方法について
のアルゴリズムを考案しているo また，提案方法の有効性についても理論的あるいは数値的に検証しているo これら
のことは，応用物理学，特に数値解析学に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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